
 

第７学年２組　未来創造科 学習指導案 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　令和７年10月31日（金） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　Ｔ１伊藤　沙季　Ｔ２藤原　大史 

 

１　探究課題　松江市には、どんな魅力があるのだろうか。 

 

２　単元名　　公民館訪問を通して見いだした地域の特徴について再考しよう 

　　　　　　　　　社会を知る～公民館訪問を通して「住みたいまち」を考えよう～ 

 

３　授業構想と探究への手立て 

　第７学年では「社会を知る」をテーマに、松江市の公民館を通して松江の魅力や課題を見いだし、地

域の人々にとっての「住みたいまち」について考える探究的な学習を行う。ここでは、子ども自身が

学習を価値付けながら振り返ることで、次の学習の方針をもち継続的に探究を進める姿を目指してい

る。 

　第７学年の未来創造科の学習のはじめに行ったアンケートでは、「松江市（自分の住んでいる市）

は、あなたにとって住みたいまちですか」という質問に対して、48%の子どもが肯定的に回答した。一

方で、37%の子どもが「わからない」と回答した。肯定的な回答の理由としては、「自然が豊か」「治

安がよい」などの漠然としたイメージが多かった。一方で否定的な回答の理由としては、「遊ぶ場

所・お店が少ない」や「他の地域を知らない」など、自分中心の視点でしか考えられていない傾向も

見られた。このことから、子どもたちは自分の住んでいる地域である松江の魅力を、そこに住む多様

な人々の立場や課題解決に取り組む人々の姿から具体的に考えようとする視点が弱いといえる。ま

た、「公民館を利用しますか」という質問に対して、22%の子どもが「利用したことがない」と答えて

おり、身近な社会教育施設への関心も薄い状況にある。そこで、「社会を知る」ための一つの方法と

して、松江市の公民館が行っている具体的な取組について調査し、その背景にある地域の魅力を通し

て「住みたいまち」について考える探究的な学習活動を設定する。 

　具体的には、松江市の公民館のうち、本学園からおよそ半径３km圏内にある６つの公民館を通して

探究を進める。６つの公民館は、松江市全体で見ると比較的中心部に近いところに位置しているが、

江戸時代の城下町からの伝統をもつ地区もあれば、自動車の普及により急速に商業施設やマンション

が増加した地区など、各地区がもつ歴史的・文化的背景には異なる特色が見られる。よって、各地区

がもつ魅力や抱えている課題には違いがあり、このような地域の特徴が、各公民館が行っている取組

に影響を与えていることが考えられる。また、公民館が行う取組には、それらを企画・運営する職員

の思いや志向が強く反映されている。したがって、公民館の取組を通した探究を進めるにあたって

は、公民館による差異が大きいという地域特性に留意する必要があると同時に、地域住民の願いが全

て公民館の取組として実現されているわけではないという限界も認識しておかなくてはならない。 

　第７学年の未来創造科では、次の５つの探究のプロセスを具体的に設定する。 

①課題の設定 

　人口減少、少子高齢化が島根県・松江市だけでなく日本全体の大きな課題となっていることから、

いま私たちが住む地域が直面している課題を解決する力が未来の社会をつくっていく上で不可欠なも

のであることを理解し、未来創造科の探究への意欲をもつ。７年生の探究課題として、「松江市に

は、どんな魅力があるのだろうか」を設定し、公民館を対象に探究を進める。 

②情報の収集 

　学年全体を異なる学級から集まった約20人ずつの６チームに分け、対象とする６つの公民館ごとに

１チームを割り当てる。自分が担当する公民館について、ホームページや公民館だより等から情報を

得た上で公民館を訪問し、職員や利用者へのインタビュー等を通して、現地でしか得られない情報を

得る。公民館訪問は複数回設定し、必要な情報を収集するための手段についてチーム内で事前に検討

し、計画的に情報収集をする。 

③整理・分析 

　公民館訪問で得た複数の情報を比較したり関連付けたりしながらチーム内で整理・分析し、公民館

が行っている取組の背景にはどのような地域の魅力や課題があるのかを考える。１つの公民館の取組



 

から地域の魅力や課題について考えるには、上に述べた地域特性や限界があることから、各公民館

チームで分析した後、学級内の他の公民館を担当する子どもと相互交流する小単元を設定し、自分の

考えをより広い視野から相対化できるようにする。小単元が終わるごとにふりかえりを行い、探究課

題に対する自分の現在地を確認するとともに、情報として何がまだ足りないのかを考えながら、さら

に深く情報収集、整理・分析が行えるようにする。 

④まとめ・表現 

　探究課題についての自分の考えを、一人一人デジタル新聞にまとめる。ここで子どもが新聞にまと

める「住みたいまち」は、公民館の取組を通して見いだした具体的な松江の魅力や課題を踏まえ、地

域に関わる多様な人々の視点から考えたものとなるようにする。まとめた内容を６年生やお世話に

なった方々に発表する機会を設定し、自分の考えをより効果的に伝えるには、どのようにプレゼン

テーションすればよいか考えられるようにする。 

⑤ふりかえり・価値づけ 

　小単元ごとのふりかえりで、探究してきたことを価値付けながら振り返る。このふりかえりを通し

て、それぞれが知っている情報や「住みたいまち」のイメージ、地域の魅力と課題などについて、自

己の考えが変容していることを自覚できるようにする。それによって、次の探究的な学習に向けて、

さらに見通しをもったり調整したりすることが期待される。そのような子どもの姿は、子どもが持続

的に地域の魅力や課題、住みたいまちについて探究する姿につながると考えている。 

　単元末のふりかえりでは、自分が行った探究の方法と得られた成果を関連付けて考えることで、次

年度以降の探究的な学習に生かせるようにする。また、公民館の取組を通して考えた「住みたいま

ち」には、仕事をしている人々の姿が見えにくいといったわからない部分があることに気付き、「地

域で働く人たちはどのような住みたいまちを目指し、そのまちづくりに寄与しているのだろうか」な

ど、第８学年での未来創造科の探究課題につながるような問いが生まれると考えている。地域社会が

もつ魅力や課題には多様な側面があり、一部からでは全体像を捉えることはできないということを子

どもが自らの体験から自覚できるようにしていく。そうすることで、より多面的・多角的な視点から

課題解決に迫ろうとする意欲が芽生えることも期待している。 

　本時に向けて、前単元までに同じ公民館同士で把握してきた公民館の情報や見いだしつつある地域

の特徴について、個人でまとめている。情報の整理・分析の仕方については思考ツールの活用方法な

ど、４月当初から各教科のいろいろな場面で学んできた。そのため今回はその学びを生かして、自分

が使いやすい情報の整理・分析の仕方を選択するように子どもに委ねることとした。また、このデー

タはクラスで共有し、子どもが自由に閲覧できるように設定している。 

　前時では、子どもと一緒に本小単元の探究課題を「他の公民館との比較から見える、公民館の魅力

や地域の特徴は何だろう？」と設定した。そして、他の公民館の情報を収集する活動を行った。ま

ず、自分でまとめたデータを用いて地域の特徴を説明した。聞き手は、得られた情報を新たに書き入

れ、情報を整理した。 

　本時では、前時の活動を受けて、子どもが他の公民館の情報と自分の調べた公民館の情報を比較し

たり、関連づけたりしながら、自分の調べている地域の特徴について再考する時間とする。複数の公

民館の情報を客観的に捉えることで、公民館の特色を地域の特色として捉えながら、前々時にまとめ

た公民館の魅力や地域の特徴についての情報をブラッシュアップしていく。本時は子どもに学びをゆ

だねる時間が多くなるが、チームティーチングで授業を実施することで、全体の流れを把握し主に授

業を進める教員と、個々の学びを進める子どもを細かに観察し、適切な場面で個別に助言を行う教員

とで、本時の学習活動を支えていく。また次時において、本時で整理・分析したことや考えたこと

を、公民館の魅力をまとめた３分間の動画を作成する活動を行う。作成した動画をそれぞれの公民館

へ報告する活動を行うことで、さらなる情報収集、整理・分析に向かえると考えている。 

 

４　評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①公民館の様々な取組には、そ

れに携わる人々の思いや願い

があることを理解している。 

②地域の魅力の背景には多様な

①公民館の様々な取組やそれに携

わる人々の思いや願い等の情報

から、地域の魅力を見いだすた

めに、見通しをもって調査活動

①地域に関わりながら、地域や

社会が直面している課題を解

決するために、自分の良さを

生かしながら、計画と実践を



 

面があることを理解してい

る。 

③公民館の取組や人々の思いや

願いを理解するために、目的

に応じて情報を収集してい

る。 

④公民館の取組とその背景や地

域の魅力についての理解は、

探究的な学習で得た成果であ

ることに気づいている。 

⑤地域の魅力には、多様な面が

あることに気づいている。 

の準備や計画をしている。 

②情報を収集するために必要な手

段を選択し、様々な方法で収集

している。 

③地域の魅力を見いだすために、

複数の情報を比較したり、関連

付けたりしながら整理・分析

し、考えを深めている。 

④探究してきたことや「住みたい

まち」に関する考えについて、

伝える相手を想定し、相手を巻

き込みながら相手に伝わるよう

に表現している。 

繰り返し、探究を進めようと

している。 

②他者と協働的に探究をして、

得た複数の情報を比較したり

関連付けたりしながら、地域

の課題解決を目指した地域参

画について、より深く考えよ

うとしている。 

③探究を価値付けながら振り返

り、今後もさまざまな問題に

対して他の人と協働して解決

するために探究し続けようと

している。 

 

 

５　指導と評価の計画（全50時間　本時23時間／42時間） 

　　　　　　　　　　　　※50時間のうち８時間は探究のためのInformation未来。 

小単元名（時数） 学習過程 主な学習活動 
評価規準及び評価方法 

※〇は記録に残す評価 

１．住みたいまちは

どんなまち？公民

館はどんなとこ

ろ？(２時間) 

課題の設定 

情報の収集 

・住みたいまちガイダンス 

・公民館は、どのような施設

かを知る。 

態① 

 

知①

　 

 

 

　 

行動観察・ふり

かえり 

発言・ふりかえ

り 

２．公民館の活動を

調査しよう（８時

間） 

課題の設定 

 

 

情報の収集 

 

 

情報の収集 

 

 

整理・分析 

 

 

まとめ・表現 

 

 

 

ふりかえり・

価値付け 

 

 

情報の収集 

・公民館別の活動について見

通しをもち、小単元１の探

究課題を設定する。 

・インターネット等を使い、

公民館について調べ学習を

行う。 

・公民館の館長さんや利用者

の方にインタビューしたい

ことを考える。 

・公民館へ訪問し、館長さん

の話を聞いたり、インタ

ビューしたりする。 

・公民館訪問を通して情報収

集してきたことを整理・分

析し、思考ツールにまとめ

る。 

・公民館の取組や目的につい

て考えてきたことを振り返

り、住みたいまちについて

考える。 

※夏休み中に、地元の公民館

はどのようなところかを調べ

る。 

思① 

 

 

思② 

 

 

思② 

 

 

知② 

 

 

思③ 

 

 

 

態③ 

 

 

 

知②

思② 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察・ 

　ふりかえり 

 

調査メモ・ 

　ふりかえり 

 

付箋・スプレッ

ドシート 

 

インタビュー記

録・ふりかえり 

 

思考ツール・ 

　ふりかえり 

 

 

ふりかえり 

 

 

 

ワークシート 

 

３．公民館の活動を

調査し、その取組の

背景や地域の特徴を

見いだそう（11時

整理・分析 

 

 

情報の収集 

・地元の公民館と訪問する公

民館についての共通点や違

いを発表する。 

・公民館へ訪問し、公民館で

思③ 

 

 

態① 

 

 

 

○ 

思考ツール・ 

　ふりかえり 

 

行動観察・イン



 

間）  

 

 

 

整理・分析 

 

 

まとめ・表現 

 

 

 

ふりかえり・

価値づけ 

行われるサークル活動を見

学・体験したり、利用者の

方にインタビューしたりす

る。 

・公民館の取組や背景を分析

し、地域の魅力や課題を見

いだす。 

・公民館訪問を通して情報収

集してきたことを整理・分

析し、思考ツールにまとめ

る。 

・公民館で取組などの情報の

収集、整理・分析を通して

考えた、目的や魅力、課題

を振り返り、「住みたいま

ち」について考える。 

 

 

 

 

知③ 

 

 

知⑤ 

 

 

 

態③ 

 

 

 

 

○ 

タビュー記録・ 

ふりかえり 

 

 

思考ツール・ 

　ふりかえり 

 

思考ツール・ 

　ふりかえり 

 

 

ふりかえり 

４．他の公民館と比

較し、見いだした共

通点や相違点から、

取組の背景や地域の

特徴を再考しよう

（本時２／７時間） 

情報の収集 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

まとめ・表現 

 

 

ふりかえり・

価値づけ 

・公民館の取組やその目的に

ついて、他の公民館チーム

との相互交流を通して共通

点や違いに気付き、取組の

目的などを再考する。 

・他の公民館チームとの相互

交流で得た情報を整理・分

析し、自分が担当した公民

館の特徴を再考する。 

・自分が担当した公民館の魅

力を３分間の動画にまと

め、公民館へ報告する。 

・公民館の取組や目的につい

て考えてきたことを振り返

り、住みたいまちについて

考える。 

知⑤ 

 

 

 

 

思③ 

 

 

 

態② 

 

 

思④ 

態③ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

思考ツール・グ

ループ活動観

察・ふりかえり 

 

 

思考ツール・グ

ループ活動観

察・ふりかえり 

 

動画・ 

　ふりかえり 

 

ふりかえり 

５．公民館訪問を通

して考えた地域の魅

力や課題、住みたい

まちについて発表し

合おう（９時間） 

まとめ・表現 

 

 

まとめ・表現 

 

まとめ・表現 

 

 

まとめ・表現 

 

まとめ・表現 

まとめ・表現 

・伝え合ったことをもとに、

地域の魅力や課題を考え

る。 

・地域にはどのような魅力や

課題があるのかを考える。 

・地域の魅力や課題について

考えてきたことや住みたい

まちについて振り返る。 

・公民館の方々に礼状を書

く。 

・新聞にまとめる。 

・６年生やお世話になった方

を招待し、発表する。 

知③ 

 

 

知④ 

 

態③ 

 

 

知① 

 

思④ 

思④ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

思考ツール・グ

ループ活動観

察・ふりかえり 

思考ツール・ 

　ふりかえり 

発表資料 

　・ふりかえり 

 

礼状 

 

新聞 

行動観察・発表

資料・ふりかえ

り 

６．今後の探究につ

いて考えよう（５時

間） 

情報の収集 

 

 

ふりかえり・

価値づけ 

・８・９年生の発表会に参加

し、今後の活動の見通しを

もつ。 

・「社会を知る」をテーマに

活動してきたことを振り返

知④ 

 

 

態③ 

 

 

 

○ 

行動観察・ふり

かえり 

 

ふりかえり 



 

り、来年度以降の活動の見

通しをもつ。 

７．Information未

来（８時間） 

情報の収集 

 

整理・分析 

情報の収集 

 

 

情報の収集 

 

課題の設定 

 

 

まとめ・表現 

・情報機器の扱い方や共有の

仕方などの方法を学ぶ。 

・figjamの使い方を学ぶ。 

・著作権や、情報の取り方と

参考文献リストの書き方な

どについて学ぶ。 

・インタビューの仕方につい

て学ぶ。 

・公民館と自分の価値観とを

かけ合わせながら、探究の

方法について学ぶ。 

・発表のための資料作成の方

法や、Canvaを使っての新聞

の作り方、発表の仕方など

を学ぶ。 

探究

を支

える

ため

の知

識・

技能 

 

 授業観察・ 

　　ふりかえり 

 

６　本時の学習 
(1) 目標 

　他の公民館を訪問した友達との相互交流を通して気付いた共通点や違いをもとに、自分が

担当した公民館の魅力と地域の特徴を再考することができる。（思考力、判断力、表現力

等） 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時までの活動を振り返る。 

・ふりかえりや、前時に得た他の公民館の特徴

の情報を書き出した付箋を使って、前時の学

習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時の目標を確認する。 

 

 

 

３．他の公民館の情報を、思考ツール等を選択

して、整理・分析する。 

・立地、規模、活動内容、利用者層、地域との

関わり方などの観点で分類する。 

・本時の目標や見通しがもてるようにするた

め、前時までのふりかえりで、他の公民館

との共有の必要性に気付いていた記述をと

りあげ、目標の設定につなげる。 

・自分の担当する公民館の魅力を３分間で紹

介する動画を作ることを確認し、他の公民

館と比較することで見えてくる地域の特徴

があることに気付けるようにする。 

 

 

 

 

 

・情報整理・分析の方法は、他教科での学び

を生かして子ども自身が選択できるように

する。 

・「なぜ違いが生まれるのか」などと問いか

け、表面的な違いだけでなく、地域特性や

歴史的背景との関連などを分析できるよう



 

・共通点と相違点で分類する。 

 

 

 

 

 

 

４．自分の担当する公民館の魅力や地域の特徴

を再考する。 

・高齢者に対する取組は、うちの公民館だけで

なく他の公民館でも多いな。島根県は高齢化

が進んでいるから、公民館は高齢者が楽しく

安心して暮らせる交流の場として機能してい

るんだろうな。 

・他の公民館でも子育て支援をやっているから

どこでもあると思っていたけれど、内容はぜ

んぜん違った。ターゲット層や目的が違うの

かもしれない。うちの公民館では土日に親子

で参加できるイベントや、働いている母親向

けのイベントなどを行っているけれど若い世

代や共働きの家庭が多いことが背景にあるの

かな。 

・うちの公民館は小学校との連携が密で、寺子

屋学び塾など教育にすごく力を入れている

な。小学校がすぐ近くにあることも理由かも

しれないけれど、昔貧しいまちの人たちに教

育をしたという歴史的な背景が大きく影響し

ていそう。 

 

 

 

 

 

 

５．再考した内容を、小グループで発表する。 

・他の公民館と比べてみると、同じ取組でも目

的や対象が違うことがわかった。 

・どこも高齢者向けのイベントやサークルに力

を入れていた。松江市全体の特徴が背景にあ

るのかな。 

・共通点の中にも少しずつ違いがある。そこに

にする。 

・「本当に共通しているといえるのか」など

と問いかけ、共通点の中にある些細な違い

にも注目できるようにする。 

 

・新たに思考ツール等を使って再考するの

か、既存のものへ追記するのかは子どもに

ゆだねる。 

・比較を通して見えてきた独自性を言語化し

たり、根拠となる具体的な取組や背景を整

理したりするように促す。 

・他の公民館との比較に立ち返り分析できる

ような声がけをし、新たな気付きはもちろ

ん、独自性の再発見、思い込みの修正、複

合的な魅力などの気付きが得られるように

する。 

・必要に応じて同じ公民館を担当する子ども

同士で集まり意見交換をしたり、他の公民

館を担当する友達にもう一度情報を聞きに

いったりするなど、子ども自身が判断して

学びを進められるような声掛けをする。 

・Ｔ２は、特に支援を要する子どもに対し

て、「なぜ違いが生まれるのか」「特徴に

対して、背景や地域性はどのようにかかか

わっているのか」などの声掛けをする。同

じ公民館を担当している子どもと意見交換

をしたり、似通った情報の整理・分析の仕

方をしている子どものデータを参考にした

りするよう伝える。 

 

・他の公民館を知って気付いた共通点・違い

や、それを踏まえた公民館ならではの魅

力・特徴やその根拠、さらに調べてみたい

ことなどを伝え合うように指示する。 

・印象的だった公民館の魅力や特徴をいくつ

か全体で共有する。 

 

 

 

 

 



 

地域ごとの工夫や特徴が表れているんじゃな

いかな。 

・比較したことで、自分の公民館の魅力をより

はっきり説明できるようになった。 

 

６．本時を振り返る。 

・他の公民館と比べて、うちの公民館は「三世

代がつながる場所」だと分かりました。お

じいちゃんが孫に昔話を教える活動や、高

校生が高齢者にスマホを教える講座など、

年齢の違う人が一緒に活動できるのが特徴

です。三世代同居が多い地域だから、公民

館でも世代を超えた交流ができるんだと思

います。館長さんの「地域の大きな家族の

ような存在」という言葉の意味が、比較し

てやっと分かりました。 

・私が担当した公民館のよさは「高齢者に向け

た取組を熱心に行っている」ことだと思い

ました。他の公民館と比較してみて、どこ

の公民館もそうだなと思いました。高齢化

は、松江や島根全体の課題なのだと思いま

す。その課題についてしっかり向き合い、

サークルやお茶会などを通して居場所づく

りをしているのは、やはりうちの公民館の

魅力だと思います。 

 

・相互交流を通して、どのような共通点や違

いに気付いたのか、どのように視点で再考し

たのか、どんなことをさらに調べたいのかな

どについて振り返るように促す。 

 

 

 

(3) 評価 

十分満足できると 

判断される状況 

概ね満足できると 

判断される状況 

支援を要する状況への 

手立て 

概ね満足できると判断される

状況に加えて、他の公民館と

の比較を通して見いだした、

自分の担当する公民館の魅力

や地域の特徴を、明確な根拠

をもって説明している。 

他の公民館との共通点や相違

点を踏まえて、自分の担当す

る公民館の魅力を説明してい

る。 

共通点や相違点を表面的に

捉えている場合には、「な

ぜ違いがあるのか」「背景

に地域性はどう関わってい

るのか」と問いかけ、考え

を深められるように促す。 
 

 
 
 


